




研究目的 

乳児一過性高 TSH 血症は,我々が初めて提唱した病態であり,第 5次の厚生省班研究調査で

も全国で 77例の報告がある。しかし,新生児一過性甲状腺機能低下症や,軽症クレチン症と

の鑑別が容易でない上に,定義に忠実でないための混乱なども散見される。また,一方,同じ

く我々が述べている「先天性高 TSH 血症持続型」との異同もよく理解されていない面があ

る。そこで,長期予後を含めて乳児一過性高 TSH 血症の病態を知るために,今回我々は長期

追跡調査を行なったのでその結果を報告する。 


